






要約:クレチン症マススクリーニング精検症例に対する超音波検査において,両側の総頚動

脈の間隔の測定が,甲状腺が正常位置に存在しないことを示す指標として有用かどうかを

検討した.対象はクレチン症 4名(日齢 11 から 36,体重 3025 から 3950g) .全例のちにシン

チグラムにより異所性甲状腺が確認されている.コントロールとして正常新生児 11 名(日

齢 0 から 5,体重 2382 から 3784g) .7.5MHz リニア型プローブを用い,総頸動脈の間隔を測

定した.その結果異所性甲状腺によるクレチン症例では総頸動脈間隔は 15 から 18mm,正常

児では 19 から 23mmと両群間には有意差が存在した.超音波による総頸動脈間隔の測定は,

甲状腺が正常位置に存在しないことを示す指標となり,クレチン症マススクリーニング精

検時の有用な検査であることが示唆された.


